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西労組

　

今
後
も
、
地
方
政
治
は
密
接
か
つ
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
と
の
共
生
・
地

域
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
議
員
団
会

議
と
連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま

す
。

　

ま
た
、
現
在
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
（
議

長
：
福
間
裕
隆
鳥
取
県
議
会
議
員
）
に
は
18
名
の

会
員
が
結
集
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ

と
働
く
仲
間
の
立
場
を
代
弁
し
な
が
ら
、
地
域
に

密
着
し
た
政
治
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
し
か
し
、
議
員
団
会
議
結
成
時
の
60
名
と
比

べ
、
高
齢
化
や
市
町
村
合
併
な
ど
の
影
響
も
あ
っ

て
所
属
議
員
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
新
た
な
Ｊ
Ｒ
西
労
組
組
織
内
候
補
者
の
発
掘

も
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
と
し
て

支
援
活
動
の
強
化
や
環
境
づ
く
り
に
も
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
2
0
1
7
年
8
月
か
ら
の
1
年
間
で

J
R
西
労
組
議
員
団
所
属
議
員
8
名
が
改
選
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち
の
政
策
課
題
実

現
に
向
け
関
係
地
本
と
連
携
し
て
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
本
年
度
の
議

員
団
会
議
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
、
以

下
の
方
針
に
基
づ
き
展
開
し
ま
す
。

①
議
員
団
会
議
会
員
が
地
方
選
挙
に
立
候
補
す
る
場
合
は
、
組
織

内
候
補
者
と

し
て
当
選
に

む
け
て
全
力

を
尽
く
し
ま

す
。

②
議
員
団
会
議

と
し
て
研
修
、

交
流
会
を
開

催
し
、
情
勢

認
識
の
一
致

と
意
思
疎
通

を
図
り
ま
す
。

③
Ｊ
Ｒ
西
労
組

「
鉄
道
を
活

か
し
た
地
域

活
性
化
の
取

り
組
み
」
に

積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

④
議
員
団
会
議

の
拡
大
に
む

け
て
、
政
治

に
興
味
を
持

つ
若
手
組
合

員
に
地
方
議

会
の
傍
聴
や

国
会
議
員
、

地
方
議
員
と
の
交
流
を
図
る
機
会
を
設
け
、
候
補
者
の
発
掘

に
努
め
ま
す
。

（
2
）Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
と
の
連
携

　

J
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
は
、
9
月
27
日
に
第
63
回
、
11
月

10
日
に
第
64
回
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
国
会
議
員
懇
は
、
表
1
の
通
り
髙
木
義
明
会
長
、
榛
葉
賀
津

也
副
会
長
、
伴
野
豊
副
会
長
、
小
川
淳
也
事
務
局
長
を
三
役
と
す

る
7
名
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
、
Ｊ
Ｒ

西
労
組
の
抱
え
る
政
策
課
題
、
組
織
課
題
の
実
現
に
む
け
て
連
携

を
強
化
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
3
）「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」と
の
連
携

　
　

 

（
省
略
）

　

2
0
1
5
年
2
月
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
政
策
実
現
の
た
め
に
新
た

な
政
治
団
体
「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

当
面
の
加
入
目
標
と
し
て
組
合
員
の
70
％
加
入
を
目
標
に
置
い
て

組
合
員
へ
の
理
解
促
進
と
加
入
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
地
方
に
よ
り
加
入
率
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す

が
、5
月
末
現
在
の
加
入
状
況
は
3
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
6
月
は
「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」

加
入
強
化
月
間
と
し
て
加
入
促
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も

組
合
員
の
政
治
活
動
へ
の
理
解
を
広
げ
な
が
ら
、
加
入
活
動
を
強

化
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
現
在
は
、
改
選
期
を
む
か
え
る
Ｊ
Ｒ
西

労
組
議
員
団
会
議
所
属
議
員
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
我
々

の
意
見
や
要
望
を
代
弁
し
て
い
た
だ
け
る
議
員
を
応
援
す
る
た
め

に
も
、
当
面
す
る
70
％
を
目
標
に
各
地
本
・
総
支
部
と
連
携
を
と

り
、
政
治
の
関
わ
り
の
重
要
性
な
ど
組
合
員
へ
の
理
解
を
広
げ
な

が
ら
「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

な
が
ら
、
加
入
の
必
要
性
を
訴
え
、
加
入
促
進
に
努
め
ま
す
。

１
．
中
央
執
行
委
員
会
の
定
例
開
催

　

中
央
執
行
委
員
会
は
原
則
毎
月
１
回
、
第
４
月
曜
日
を
基
本
に

定
例
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
第
1
回
中
央
執
行
委
員
会
は
7
月
12

日（
水
）に
開
催
し
ま
す
。

２
．
中
央
委
員
会
の
開
催

　

中
央
委
員
会
は
年
に
1
回
の
開
催
と
し
、
第
36
回
中
央
委
員
会

は
、
2
0
1
8
年
2
月
8
日（
木
）に
開
催
と
し
ま
す
。

３
．
地
方
本
部
・
本
社
総
支
部
定
期
大
会
の
開
催

　

地
方
本
部
、
本
社
総
支
部
は
、
原
則
的
と
し
て
8
月
末
ま
で
に

定
期
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

４
．
地
本
代
表
者
会
議
の
開
催 

　

運
動
の
節
目
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
地
本
代
表
者
会
議
を
開
催

し
、
意
思
疎
通
や
方
針
の
徹
底
を
図
り
な
が
ら
組
織
運
営
を
進
め

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
全
員
参
加
に
基
づ
き
、
組
合
員
福
祉
の
維
持
向
上
に

む
け
て
、
「
交
運
共
済
」
「
家
族
支
援
共
済
」
を
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の

主
た
る
共
済
と
位
置
づ
け
、
本
年
度
も
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ

き
福
祉
活
動
の
継
続
的
な
取
り
組
み
と
強
化
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
充
実
は
も
と
よ
り
、
不
幸
な
組

合
員
を
作
ら
な
い
た
め
に
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
確
立
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
含
め
た
予
防
医
療
対
策
な
ど
、
組
合
員
の
自
立
支
援

や
、
世
話
役
活
動
の
強
化
を
含
め
、
組
合
員
の
変
調
に
気
づ
い
た

り
、
気
軽
に
相
談
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
か
ら
、
組
合
員
が
自
ら
の
生
活
設
計
を
主
体
的
に

行
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
の
導

入
に
あ
た
り
、
個
人
に
は
掛
金
が
全
額
所
得
控
除
、
運
用
益
が
非

課
税
、
年
金
受
給
時
の
税
制
優
遇
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
も
の

の
、
個
人
の
生
活
に
合
わ
せ
た
設
計
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
今

後
、
各
種
説
明
会
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
更
に

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

（
1
）各
種
共
済
制
度
へ
の
加
入
促
進
の
取
り
組
み

①
新
規
加
入
組
合
員
の
「
総
合
共
済
」
お
よ
び
「
セ
ッ
ト
共
済

（
火
災
50
口
、
地
震
26
口
、
交
通
1
口
、
生
命
2
口
）」
の

1
0
0
％
加
入
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
契
約
社
員
や
専

門
社
員
か
ら
正
社
員
採
用
と
な
っ
た
組
合
員
の
任
意
共
済
の

加
入
促
進
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

②
既
存
組
合
員
で
セ
ッ
ト
共
済
未
加
入
者
に
対
し
て
も
、
引
き

続
き
加
入
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
と
く
に
各
級
機
関
役
員

の
加
入
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

　

合
わ
せ
て
「
火
災
共
済
」
に
付
帯
で
き
る
3
保
障
制
度
と

昨
年
2
月
に
制
度
改
定
に
な
っ
た
「
マ
イ
カ
ー
共
済
」
の
加

入
促
進
に
努
め
ま
す
。

③
Ｊ
Ｒ
西
労
組
「
家
族
支
援
共
済
」
を
ゆ
る
ぎ
な
い
制
度
と
す

る
た
め
、
新
入
組
合
員
の
全
員
加
入
は
も
ち
ろ
ん
、
若
年
層

の
未
加
入
組
合
員
の
加
入
促
進
お
よ
び
既
加
入
者
を
対
象
に

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
コ
ー
ス
変
更
や
配
偶
者
プ
ラ
ン

（
こ
ど
も
プ
ラ
ン
）
へ
の
加
入
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
新
制
度
へ
の
移
行
手
続
き
の
際
、
一
部
の
加
入
者

で
移
行
で
き
な
か
っ
た
事
象
が
見
つ
か
っ
た
為
、
次
年
度
に

向
け
コ
ー
ス
内
容
も
含
め
検
討
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
新
制
度
へ
の
移
行
手
続
き
に
つ
い
て
も
今
後
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
Ｊ
Ｒ
西
労
組
「
救
援
共
済
」「
Ｊ
Ｒ
私
傷
病
共
済
」
な
ど
へ
の

　

加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

⑤「
が
ん
保
険
」の
制
度
内
容
等
を
周
知
し
、加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

⑥
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
機
関
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
を
図

　

り
、
各
種
共
済
の
加
入
促
進
活
動
へ
の
一
助
と
し
ま
す
。

（
2
）ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
取
り
組
み

　

一
昨
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
（
株
）
Ｆ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
顧
問
契

約
を
結
ん
で
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。
参
加
者
の
意
見
を
参
考
に

し
て
、
内
容
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
興
味
の
あ
る
組
合
員

が
よ
り
多
く
参
加
で
き
る
有
意
義
な
活
動
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
契
約
内
容
の
も
う
一
つ
の
柱
に
マ
ネ
ー
相
談
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
組
合
員
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
無
料
相
談
窓
口
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
J
R

西
労
組
顧
問
弁
護
士
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

（
3
）労
働
金
庫
の
活
用

　

労
働
者
の
経
済
的
地
位
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ

れ
た
労
働
金
庫
を
積
極
的
に
活
用
し
、組
合
員
相
互
の
共
同
と
連
帯

を
強
め
な
が
ら
労
働
者
福
祉
運
動
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

各
地
本
・
総
支
部
の
定
期
大
会
終
了
後
、
10
月
下
旬
を
目
途
に

「
第
30
回
福
祉
対
策
部
推
進
委
員
会
」を
開
催
し
、推
進
計
画
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
各
地
本
・
総
支
部
と
意
思
統
一
を
図
り
ま
す
。

　

J
R
西
日
本
共
済
会
に
つ
い
て
は
、
会
員
が
月
額
3
0
0
円
、

会
社
が
月
額
4
0
0
円
を
拠
出
し
て
労
使
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、

J
R
西
労
組
よ
り
副
理
事
長
1
名
、
理
事
2
名
、
監
事
1
名
が
理

事
会
の
役
員
に
就
任
し
て
審
議
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
以
降
、
単
年
度
ベ
ー
ス
で
支
出
が
収
入
を
超
過
す
る

状
態
が
続
い
て
お
り
、平
成
28
年
度
決
算
で
は
、各
種
給
付
額
が

3
3,
8
0
1
万
円
（
前
年
比
1
0
6
％
）、
主
な
給
付
内
容
と
し
て

は
結
婚
祝
（
8,
6
6
0
万
円
、
同
85
％
）、
保
育
所
利
用
補
助

（
7,
3
2
4
万
円
、同
1
1
1
％
）、遺
児
育
英
弔
慰
金（
2,
4
0

9
万
円
、同
1
6
9
1
％
）、傷
病
見
舞
金（
4,
4
4
0
万
円
、同

1
0
5
％
）、延
長
傷
病
見
舞
金
（
3,
6
2
0
万
円
、同
2
1
3
％
）、

約
2.
7
億
円
の
収
入
に
対
し
て
、支
出
が
約
3.
6
億
円
と
9,
4
0
2

万
円
の
支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
19
年
度
末
に
最
大
で
9.
4
億
円
あ
っ
た
剰
余
金
は
5

億
4
9
7
万
円
、平
成
29
年
度
予
算
で
は
剰
余
金
が
4
億
3,
5
9
9

万
円
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
並
み
の
、
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に

は
5
億
円
程
度
の
繰
越
金
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
の
理
事
会

に
お
い
て
、
将
来
に
向
け
た
健
全
な
共
済
会
運
営
の
た
め
に
は
、

収
支
の
あ
り
方
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
段
階
に
あ
る
と
提
起
を
受

け
て
い
る
旨
を
、
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
J
R
西
労
組
は
安
易
な
会
費
の
引
上
げ
や
給
付

メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
を
行
う
の
で
は
な
く
、
人
間
ド
ッ
ク
利
用
補

助
に
続
い
て
保
育
所
利
用
補
助
な
ど
、
育
児
支
援
と
労
働
力
確
保

の
為
に
会
社
が
給
付
す
べ
き
項
目
と
し
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と

提
起
し
て
お
り
、
2
0
1
7
春
闘
に
お
い
て
保
育
所
利
用
補
助
約

約
7,
6
0
0
万
円
が
会
社
負
担
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
4
月
20
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
第
59
回
理
事
会
に
お
い

て
、
財
政
健
全
化
の
為
に
は
、
年
間
9,
0
0
0
万
円
の
改
善
策

が
必
要
で
あ
り
、
会
社
が
負
担
す
る
保
育
所
利
用
補
助
約

7,
6
0
0
万
円
（
会
費
2
0
0
円
相
当
）
に
加
え
て
、
共
済
会

会
費
の
社
員
負
担
1
0
0
円
引
上
げ
を
実
施
し
た
い
旨
の
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。

　

現
状
で
は
組
合
員
の
理
解
が
不
足
し
て
お
り
、
納
得
感
が
得
ら

れ
る
よ
う
し
っ
か
り
周
知
を
行
う
こ
と
、
値
上
げ
時
期
や
金
額
に

つ
い
て
の
詳
細
な
前
提
を
説
明
す
る
こ
と
、
剰
余
金
が
5
億
円
必

要
な
根
拠
を
説
明
す
る
こ
と
、
支
出
抑
制
の
メ
ニ
ュ
ー
が
他
に
な

い
か
検
討
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
5
月
24
日

（
水
）
第
60
回
理
事
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
支
出
抑
制
の
取

り
組
み
や
値
上
げ
実
施
時
期
・
金
額
別
の
剰
余
金
見
通
し
な
ど
が

提
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
末
の
剰
余
金
は
約
4
億
3
6
0
0
万
円
ま
で
減
少

す
る
見
込
み
で
あ
り
、
早
急
な
財
政
再
建
が
不
可
欠
と
の
認
識
の

上
に
対
応
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
に
値
上
げ
を
行
っ
た
場
合
、
平
成
29
年
度
末
の
剰

余
金
は
4.
5
億
円
、
平
成
31
年
度
末
か
ら
平
成
32
年
度
初
に
は

剰
余
金
5
億
円
を
回
復
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
す
。

＜ＪＲ西労組地方議員団会議＞

１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

金沢地本
金沢地本
京都地本
京都地本
京都地本
京都地本
大阪地本
神戸地本
福知山地本
和歌山地本
岡山地本
岡山地本
岡山地本
米子地本
米子地本
広島地本
広島地本
福岡地本

古城　克實
藤本　悟
三日月大造
大伴　雅章
矢野　進次
近藤　宏和
田尻　匠
栗山　雅史
大橋　一夫
梶原　和昌
大西　洋平
楠木　忠司
小西　義巳
福間　裕隆
中田　利幸
山下　隆夫
酒本　哲也
羽良　和弘

射水市議会
美浜町議会
滋賀県知事
長岡京市議会
湖南市議会
向日市議会
奈良県議会
兵庫県議会
福知山市長
広川町議会
浅口市議会
岡山市議会
総社市議会
鳥取県議会
米子市議会
下関市議会
下関市議会
那珂川町議会

所属地本No. 氏　名 議 会 名

2017年
2018年
2018年
2017年
2017年
2019年
2019年
2019年
2019年
2019年
2018年
2019年
2017年
2019年
2018年
2019年
2019年
2021年

11月
3月
7月
10月
10月
7月
4月
4月
4月
9月
4月
4月
9月
4月
6月
1月
1月
3月

改選期

＜ＪＲ連合国会議員懇談会＞ （2017年5月現在）　※ 所属はいずれも民進党

会  長

副会長

副会長

事務局長

幹事

幹事

幹事

髙 木  義 明

榛葉 賀津也

伴 野　　豊

小 川  淳 也

長 浜  博 行

岸 本  周 平

泉　　健 太

　

長崎１区

静岡県

愛知８区

香川１区

千葉県

和歌山１区

京都３区

役  職 氏　名 当 選 選 挙 区

衆

参

衆

衆

参

衆

衆

９

３

５

４

２(衆4)

３

６

衆参

ＪＲ九州労組

ＪＲ東海ユニオン

ＪＲ東海ユニオン

ＪＲ四国労組

ＪＲ東日本ﾕﾆｵﾝ

ＪＲ西労組

ＪＲ西労組

推薦単組

表1

財
政
の
確
立
に
向
け
て
（
省
略
）

10

当
面
の
組
織
運
営

11

福
祉
対
策
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

9
1 

福
祉
対
策
活
動
の
基
本
方
針

4 「
交
通
政
策
を
す
す
め
る
会
」の
加
入
促
進

2 

具
体
的
方
針
の
意
思
統
一

3 

J
R
西
日
本
共
済
会
運
営
へ
の
対
応


